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厄報

四
月
一
日
は
市
制
記
念
日
で
す
。
平
塚
市
は
、
昭
和
七
年
に
市
制
を
施
行
し
て
か
ら
六
十
四

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
市
で
は
現
在
、
市
民
二

l
ズ
を
よ
く
把
握
し
た
行
政
、
時
代
の
変
化
に

耐
え
得
る
、
ま
た
時
代
を
大
き
く
先
取
り
し
た
行
政
を
主
眼
に
、
柔
軟
な
発
想
を
も
っ
て
そ

の
運
営
に
努
め
「
湘
南
平
塚
香
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
運
進
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

新
し
い
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
平
成
八
年
度
の
施
政
方
針
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
間
近
に
控
え
た
今
回
、
平
塚

市
で
は
低
迷
す
る
経
済
情
勢
か
ら
市
税
収
入
の

伸
び
の
鈍
化
や
競
輪
車
業
収
入
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解

・
ご
協
力
に
よ
り
、
昨
年
は
国
体

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
東
豊
田
工
業
団
地
な
ど
の

懸
案
事
項
の
方
向
付
け
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
拠
点
基
地
へ
の
分
散
備
蓄
な
ど

の
防
災
対
策
を
は
じ
め
と
し
て
、
小
児
医
療
費

の
助
成
制
度
、
土

・
日
曜
日
に
お
け
る
M
N
ビ

ル
で
の
各
種
証
明
窓
口
の
開
設
な
ど
の
施
策
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
八
年
度
は
、
引
き
続
き
厳
し
い
経
済
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
湘
南
の
中
核
都
市
と
し
て

市
民
が
希
望
と
誇
り
を
持
ち
、
豊
か
さ
と
安
心

感
の
も
て
る

「ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
厳
し
い
財
政
事
情
や
急
速
な
諸

情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
策
定
以
来
八
年
を
経

過
し
て
い
る
「
新
平
塚
市
総
合
計
画
」
に
つ
い

て
は
、
市
民
ニ

l
ズ
の
的
確
な
把
握
に
努
め
な

が
ら
そ
の
見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
末
に

「第
二
次
平
塚
市
行
政

改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
こ
の
大
綱

に
基
づ
い
て
具
体
的
な
実
施
計
画
を
策
定
し
、

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

地
方
分
権
の
理
念
の
も
と
、
自
主
的
で
創
造
的

な
地
域
づ
く
り
と
、
個
性
と
多
様
性
に
富
ん
だ

市
民
生
活
を
実
現
す
る
た
め
謹
進
し
て
い
き
ま

す。



友
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吉
岡
山
市

飛
騨
の
小
京
都

寸
飛
騨
の
小
京
都
」
と
も
呼

ば
れ
る
高
山
市
は
、
岐
阜
県
の

山
間
部
に
位
置
す
る
美
し
い
自

然
と
古
い
歴
史
に
は
ぐ
く
ま
れ

た
ま
ち
で
す
。

江
戸
時
代
に
商
人
町
と
し
て

発
達
し
た
古
い
ま
ち
な
み
や
、

新
鮮
な
野
菜
や
果
物
、
花
な
ど

の
居
が
並
ぶ

「朝
市
」
も
健
在

で
す
。
ま
た
、
高
山
陣
屋
や
飛

も
月

、

句
、
『

弾
国
分
寺
な
ど
の
史
跡
、
合
詰

づ
く
り
の
民
家
を
集
め
た
飛
騨

民
俗
村
な
ど
も
あ
り
、
四
季
を

通
じ
て
た
く
さ
ん
の
観
光
客
を

集
め
て
い
ま
す。

さ
ら
に
、
今
年
高
山
市
で
は

市
制
六
十
周
年
を
迎
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
行
事
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

一一ー一
高
山
ま
つ
り

(毎
年
二
回
、
容
の
4
月
同
日
1
日
目
と
秋
の

叩
月
9
日

t
m日
に
行
わ
れ
る
)

ーー苧....・1・'.(..~4判明

図書妻祈容の楽 しみがある「朝市」

花
巻
市

宮
沢
賢
治
の
ふ
る
さ
と

〉っか

都高山市への市民ツアー

(飛聞の呈での記念織彫 )

小学生のホームステイ

(高山の子供たちと一緒に

高 山市内のスキー渇で〉

平塚市は、岐阜県高山市、岩手県花巻市との閏で「友好都市」提携を、また静岡県天繍

湯ケ島町との間で「平塚市民休養の郷」の提携を、さらに平成2年には戸メリ力合衆国力

ンザス州ローレンス市と「姉妹都市」の提携を結び、それぞれのまちとの闘で文化・教育

・産業など幅広い分野にわたりあ荒を進めています。そこで、それぞれのまちの概要につい

て改めて紹介するとともに、年々盛んになってきている市民相互の親善受流の状況につい

てお知らせします。

妹

カ口

説L
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学忠 市
圏と

争ゴ

中
心
と
し
た
学
園
都
市
で
す
。

カ
ン
ザ
ス
大
学
が
開
設
さ
れ

た
の
は
、
ま
ち
が
聞
か
れ
て
十

二
年
後
の
一
八
六
六
年。

以
来

・属E-
ー
ー

ロ
ー
レ
ン
ス
市

司
園
田

一
と
カ
ン
ザ
ス
大

園
田
富

一
学

は

と

も

に

発

ス

大

学

生

の

神
奈
川
大
学
へ
の

-
・
(

.
展

を

続

け

て

き

短

期

留

学

に

伴

う

滞

在
、
民
間

園

理

ゆ

ま

し

た

。

団

体

に

よ

る

文

化

交

流

な

ど

さ

同
盟

、」L
英

術

館

や

博

ま

ざ

ま

な

交

流

事

業

が

展

開
さ

司

-&

時

物

館

な

ど

の

教

れ

て

い

ま

す

。

F

』

.
市

育

文

化

施

設

が

提

携

五

周

年

を

迎

え

た

昨
年

晶
画割

以

数

多

く

あ

り

、

に

は

、

平

塚

市

か

ら

市

長

を

は

量
園
田

レ

人
口
十
万
人
以

じ
め
と
す
る
公
式
の
訪
問
団
が

圃

圃

ト

下
の

都

市

と

し

平

塚

市
と
ロ
ー
レ
ン
ス
市
は
ロ
ー
レ
ン
ス
市
を
訪
れ
記
念
の

圃
・
圃

一

て
は
全
米
屈
指

平
成
二
年
九
月、

姉
妹
都
市
提
桜
の
木
を
植
樹
。
こ
れ
を
機
に
、

.

.

 

一

の
整
備
状
況
と

携
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

そ

ロ

ー

レ

ン
ス
市
で
は
日
本
庭
園

-E
圃

-

い
わ
れ
て
い
ま

の
後
、
両
市
の
間
で
は

青

少

年

を

整

備
す
る
と
と
に
な
り
ま
し

-
-
-
-ー

す

。

の

派
遣
と
受
け
入
れ
、
カ
ン
ザ
た
。

ロ
ー
レ
ン
ス
市
は
、

ア
メ
リ

カ
合
衆
国
カ
ン
ザ
ス
州
の
北
東

部
に
位
置
す
る
人
口
約
六
万

六
千
人
の
カ
ン
ザ
ス
大
学
を

盟国』
罫璽国 III!ZI 

4置'園間
車圃圃量

咽寸ー !厚司

圏

雲

協

会

俗
研

市
民
の
み
な
さ
ん
や
民
間
の

団
体、

大
学
や
企
業
な
ど
、
地

域
レ

ベ
ル
で
の
幅
広
い
国
際
交

流
事
業
を
市
民
の
み
な
さ
ん
の

手
で
推
進
し
て
い
た
だ
こ
う
と

平
成
六
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た

平
塚
市
国
際
交
流
協
会
。

こ
の
協
会
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。
組
織
は
、
編

集
、
通
訳

・
翻
訳、

催
し
物
、

日
本
語
、
ホ
l
ム
ス
テ
イ
の
五

つ
の
部
会
に
分
か
れ
、
ロ
ー
レ

ン
ス
市
を
は
じ
め
諸
外
国
と
の

連
携
を
深
め
る
事
業
や
、

外
国

籍
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
交

流
事
業
な
ど
を
企
画

・
運
営
し

フ
レ
ン
ズ
・
オ
フ
・

ロ
ー
レ
ン
ス
を
設
置

ロ
ー
レ
ン
ス
市
と
の
姉
妹
都

市
提
携
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
両

市
市
民
間
の
交
流
事
業
を
計
画

.
実
行
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

国
際
交
流
協
会
の
一

組
織
と
し

て
「
フ
レ
ン
ズ

・
オ
プ

・
ロ
ー

レ
ン
ス
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
今
年
十
月
に
計
画

国
際
安
流
協
会

に

霊

録

を

現
在
、
国
際
交
流
協
会
の
会

員
と
な
っ
て
い
る
の
以
、
百

都

甫能

・
民
族
音
楽
な
ど
が
披
露

さ
れ
ま
す
。

参
加
は
自
由
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い。

マ
日
時

4
月
比
臼

(臼
)

午
前
四
時

1
午
後

5
時

マ
会
場
横
内
小
学
校
体
育

館マ
問
い
合
わ
せ
先

善
課

カ
ン
ボ
ジ
戸
の
お
正
月

平
塚
市
内
に
住
ん
で
い
る

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
籍
の
市
民
が

中
心
と
な
っ
て
、
地
域
市
民

と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、

「カ
ン
ボ
ジ
ア
の
お
正
月
」

と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

当
日
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
式
の

正
月
儀
式
に
始
ま
り
、
民
族

料
理
の
昼
食
の
後
、
伝
統
芸

た
市
民
ツ
ア
ー
が
、
高
山
市
か

ら
は
七
夕
ま
つ
り
に
合
わ
せ
た

市
民
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
、
ま

つ
り
の
見
学
だ
け
で
な
く
両
市

市
民
の
交
流
会
な
ど
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
七
夕
ま
つ
り
の
特
設

ス
テ
ー
ジ
に
は
高
山
市
の
郷
土

F

J

平
塚
市
は
、
昭

和

五

十

七

年

芸
能
が
毎
年
出
演
し
て
い
る
ほ

F

S

十
月
に
市
制
五
十
周
年
を
記
念
か
、
産
業
・
ま
つ
り
に
は
名
産
品

5

一

し
て
高
山
市
と
友
好
都
市
提
携

庖
な
ど
が
出
庖
し
て
い
ま
す
。

修

一

を

結

び

ま

し

た

。

さ

ら

に

、

小
学
生
を
対
象
と

4
戸

以

来

、

平

塚

市

か

ら

は

毎

年

し
た
ホ
l
ム
ス
テ
イ
交
流
も
進

.，
，，
 主

高

山
ま
つ
り
の
時
期
に
合
わ
せ

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
れ
て
い
る
市
民
交
流
訪
問
団

の
派
遣
や、

情
報
メ
デ
ィ
ア
の

交
流
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

の
団
体

・
法
人
で
す
。
協
会
が

発
足
し
て
二
年
に
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
組
織
も
事
業
も
よ
り

幅
広
く
、
深
く
充
実
さ
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
み

交
流
組

し
て
、
国
際
交
流
の
か
け
橋
と

な
っ
て
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。

会
員
の
年
会
費
は
、
個
人
が

二
千
円
、
団
体

・
法
人
が

一
万

円
で
す
。
申
し
込
み
用
紙
は
各

公
民
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、

会
費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

マ
申
し
込
み
先

平
塚
市
国
際
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岩
手
県
の
ほ
ぽ
中
央
に
位
置

す
る
花
巻
市
は
、
北
上
山
地
と

奥
羽
山
脈
に
抱
か
れ
、

北
上
川

や
白
沢
川
が
流
れ
る
詩
情
盟
か

な
田
園
都
市
で
す
。

宮
沢
賢
治
の
生
地
と
し
て
、

ま
た
高
村
光
太
郎
が
晩
年
を
過

ご
し
た
土
地
と
し
て
数
多
く
の

ゆ
か
り
の
史
跡
が
あ
る
ほ
か
、

年
間
二
百
万
人
以
上
の
観
光
客

を
集
め
る
温
泉
の
ま
ち
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
宮
沢
賢
治
生

誕
百
年
を
記
念
し
て
、
七
月
か

ら
九
月
に
か
け
て
「
賢
治
百
年

祭
L

が
開
催
さ
れ
、
宮
沢
賢
治

宜
話
村
を
会
場
に
し
た

「童
話

村
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。

宮沢賢 治記念館

平成8年 4月1日

友好都市とのホーム
ステイ実涜家庭を募集

( 3 ) 

花巻まつり(毎年 9月 5日- 7

日に開催、 400年を超える歴史

がある)

産機 まつりでの観光の紹介と

物産の販売

平
塚
市
は
市
制
五
十
周
年
を

記
念
し
て
、
昭
和
五
十
七
年
に

花
巻
市
と
市
民
休
設
の
郷
の

提
携
を
結
び
ま
し
た
。
そ
の

後
、
花
巻
市
が
昭
和
五
十
九

年
に
市
制
三
十
周
年
を
迎
え
た

の
を
機
に
、
友
好
都
市
の
提
携

市では、友好都市の家 庭とホームステイ交流をして

いただける家庭を募集しています。

これは平康市と高山市、および花巻市の児童・生徒

にお互いの家庭での生活を通して友情を深め、家族ぐ

るみの交流をしていただこうと実施しているもので、

今回で10回目となります。

ぜひ、 ご応募ください。

じ〉対象 市 内にお住まいの小学 4年生~中学 1年生の

お子さんをお持ちで、友好都市の子供を受け入れ、 相

手都市へお子さんを訪問させることができる家庭。た

だし、中学校 1年生は花巻市のみ

1>募集散先着順に20家 庭

(高山市 7家庭、花巻市13家庭)

1>受け入れ期間平成8年 8月 2日一 4日の 2泊 3日

1>訪問期間

・ 高山市平成 9 年 1 月 4 日~6 日の 2 泊 3 日

・花 巻市 平成 8年 8月23日一25日の 2泊 3日

じ〉経費 受け入れ時の宿泊に関する費用、訪問時の小

遣い、訪問 時の交通費(小学 生 約13.000円、中学生約

26.000円)

1>申し込み先 交流親善 課

を
結
び
ま
し
た
。

平
塚
市
か
ら
は
、
毎
年
九
月

五
日
か
ら
七
日
に
開
催
さ
れ
る

花
巻
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、
勇
壮

な
鹿
踊
り
や
華
麗
な
風
流
山
車

を
見
学
す
る
市
民
ツ
ア
ー
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小

・
中
学
生
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
交
流
や
中
学
生
の
サ

ッ
カ
ー
交
流
の
ほ
か
、
花
巻
市

か
ら
は
平
塚
市
で
行
わ
れ
る
七

夕
ま
つ
り
や
産
業
ま
つ
り
な
ど

の
会
場
で
、
郷
土
芸
能
や
観
光

の
紹
介

・
物
産
の
販
売
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

災害時の相互応援協定を
阪神 ・淡路大震災の教訓を生かし、市では友好都市

提携を結んでいる高山 市、花巻市と地震などの災害時

に協力する「災害時相互応援協定」を締結しました。

主な内容は、①食料や飲料水など生 活必需品の提供、

②被災者の救出 や 医 療 な どに必要な資機材の提供、③

職員の 派遣、④ボランティアのあっせん、⑤児童 ・生

徒の受け入れ、などです。

以
後
、
同
町

上
船
原
地
区
に

あ
る

「天
城
ふ

る
さ
と
広
場
」

に
は
「
ひ
ら
つ

か
天
城
山
荘
」

伊
豆
半
島
の
中
央
部
、
雄

大

と

キ

ャ

ン

プ

場

、

な
天
城
連
山
に

抱

か

れ

た

渓

流

体

育

館

が

平

塚

沿

い

の

森

と

湯

の

ま

ち

。

そ

れ

市

に

よ

り

、
ま

が
天
城
湯
ケ

島

町

で

す

。

た

、

多

目

的
グ

狩
野
川
の
清
流
と
明

る

い

陽

ラ

ウ

ン

ド

や

テ

光

は

多

く

の

文

学

者

を

引

き

つ

ニ

ス

コ

ー

ト

、

け

、

川

端

康

成

の

「

伊

豆

の

踊

野

球

場

な

ど

が

り

子

」

や

井

上

靖

の

「

し

ろ

ぱ

天

城

湯

ケ

島
町

ん
ば
」
な
ど
数
多

く

の

名

作

を

に

よ

り

整

備
さ

生

み

出

し

ま

し

た

。

れ

て

い

ま

す

。

天
城
湯
ヶ
品

圃
・
圃
園
間
日

こ
の
キ
ャ
ン
プ

町
に
は
数
多
く

・
圃
圃
圃
圏

場
は
、
毎
年
平

の
名
湯
が
あ
り

聞
置
園
田
園

塚
市
の
小

・
中
学
校
の
林
間
学

ま
す
が
、

最
近

園

盟

置

校
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

で
は
そ
の
普
共
醸
酎
出
回
闘

す。

同
湯
に
通
う
道
・
ぷ
掴
圃

そ
の
ほ
か
に
も
、
毎
年
八
月

で
あ
っ
た

「動

画

に

ひ

ら

つ

か

天

城

山

荘

前

の

広

匙

」

が

整

備

さ

芯

島

匙
誼

場
で
行
わ
れ
る
「
天
城
七
夕
ま

れ
、
散
策
路
に

圃
層
調
閣
醤

つ

り

」
に
は
平
塚
市
か
ら
も
た

生
ま
れ
変
わ
り

園
町
艇
髄
艦

く
さ
ん
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が

ま
し
た
。
こ
の

圃
圃
圃
園
理

平
塚
市
は
昭
和
五
十
七

年

、

訪

れ

、

「
七
夕
立
国
頭
」
の
流
れ

「湯
道
」
沿
い

圃

圃

圃

圃

市
制
五
十
周
年
を
記
念
し
て

天

る

中

、
平
塚
市
民
と
天
城
湯
ケ

の
清
流
に
は
、

・

・

・

城
湯
ヶ
品
町
と
の
聞
で
市
民
休
島
町
の
人
々
と
の
交
流
が
図
ら

「
出
会
い
橋
」

・
・
園
田
園田

誌
の
郷
の
提
携
を
し
ま
し
た
。
れ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
や
露
天
風

呂
な
ど
が
楽
し
め
る

「
ひ
ら
つ
か
天

城
山
荘
」
。
客
室
一
は
全
部
で
十
二
室
、

定
員
は
六
十
八
人
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

O
ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘

・一
T
制

l
m

静
岡
県
田
方
郡
天
城

湯
ケ
島
町
上
船
原
一
一
一
一

O
l
一
-

g
0
5
5
8
(肝
)1
0
5
0

マ
ご
利
用
方
法

・
直
接
岡
山
荘
へ
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

・
平
塚
市
民
の
予
約
は
6
か
息
削
(一

般
は
4
か
月
前
)
の
1
日
か
ら
受
け

付
け
ま
す

・
宿
泊
料
金
は
平
塚
市
民
の
方
は
大

人
1
泊
2
食
四
千
九
百
二
十
五
円
、

小

・
中
学
生
同
四
千
四
百
五
円
か
ら

て
い
ト
ま
す
e

甫

六
十
五
人
¢
他
人
と

十

な
さ
人
も

ゼ

U
A
z
aに
戸
居
住
剖

国
一
同

休

養

の

天
城
湯
ケ
島
町
八

V

天
城
連
山
に
抱
か
れ
た
森
と
湯
の
国

や
「
わ
ら
べ
橋
」
な
ど
が
か
か

っ
て
お
り
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に

包
ま
れ
て
そ
ぞ
ろ
歩
く
こ
と
の

で
き
る
新
し
い
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
に
は
「
河
鹿
の

湯
」、
「世
古
の
湯
」
な
ど
の
共

同
湯
も
点
在
し
、
た
く
さ
ん
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

安
祈
協
会
戸
安
務
担
柑
醤
誠
司
じ

郷
お問い合わせは受流親善課ヘ

平塚市浅間町 9番 1号

23-1111内線597

23-9467 

-住所

・電話

• FAX 
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育て

市
民
の
み
な
さ
ん
ガ

も
っ
と
登
場
す
る
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
、
四

月
十
五
日
号
か
ら
「
広

報
ひ
ら
つ
か
」
の
紙
面

を
一
新
し
ま
す
。

ひ
ら
つ
か
の
街
角
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
み
な

さ
ん
の
生
き
生
き
と
し

だ
笑
顔
を
キ
ャ
ッ
チ
し

て
、
お
茶
の
間
に
お
届

け
し
ま
す
。

紙
面
改
訂
に
よ
り
、

表
紙
面
と
最
終
面
ガ
力

一フ
l
刷
り
と
な
り
、
み

な
さ
ん
に
長
年
親
し
ん

で
い
疋
だ
い
疋
口
ゴ
(
題

字
)
も
変
更
し
ま
す
。

ま
だ

「ひ
ら
つ
か
」

ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
大

切
に
し
、
「
湘
南
」
の

香
り
の
漂
う
紙
面
に
す

る
だ
め
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
登
場
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
ボ
リ
ュ
ー
ム
戸

ツ
ブ
し
ま
し
だ
。

小
さ
な
街
角
で
さ
え

「
ひ
ら
つ
か
」
に
は
「
ひ

ら
つ
か
」
の
表
情
ガ
あ

り
ま
す
。
そ
の
輝
い
定

表
情
を
と
ら
え
定
写
真

を
大
き
く
力
ラ
ー
で
掲

載
し
、
読
み
や
す
く、

わ
か
り
や
す
い
情
報
を

市
民
の
み
な
さ
ん
に
お

伝
え
し
ま
す
。

広
報
制
作
ス
タ
ッ
フ

ガ
、
こ
れ
か
ら
も
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
定
紙
面

づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。• • 

ー
面
と
最
終
面
が
カ
ラ
ー
に

融訳、むかりやす〈
今
ま
で
の
モ
ノ
ト
ー
ン
の
配

色
か
ら
カ
ラ
ー
に
写
真
を
変
え

る
こ
と
で
、
四
季
折
々
に
盗
を

変
え
る
湘
南
の
都
市
「
ひ
ら
つ

か
」
の
表
情
を
イ
ベ
ン
ト
を
追

い
か
け
な
が
ら
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
表
情
と
と
も
に
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

広報

広報ひらつか
タイトルコンセプト

人々が、そしてまちが潤う

豊かな平塚市を、水のよう

なゆっ たりとした文 字で表

現しました。明るい海 の 背

ヒ盤か な縁が、、ひ らつか、

を包みます。

題
字
が
変
わ
り
ま
す

この腕章が目印

イラスト のような広報

の腕章が取 材 の目印とな

ります。

機動力を生かして積極

的に 撮影していきたいと

思いますので、ぜひご協

力 くださし」笑っている

顔、泣いている顔、すま

して いる顔、真剣な顔な

ど 、多くの方の素敵な表

情をファインダーに収め

たいと思います。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
登
場
す

る
機
会
と
回
数
を
増
や
す
た

め
、
官
一
立
の
コ
ー
ナ
ー
、
投
稿

も
の
や
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
、
不

用
品
登
録
情
報
な
ど
市
民
の
み

な
さ
ん
の
情
報
を
、
彩
り
も
き

れ
い
な
カ
ラ
l
面
に
集
中
し
、

充
実
さ
せ
ま
す
。

一
日
号
の
二

・
三
面
に
、
お

知
ら
せ

・
イ
ベ
ン
ト
情
報

・
生

活
情
報

・
ス
ポ
ー
ツ
情
報
な
ど

を
集
約
さ
せ
る
と
と
も
に
、
十

五
日
号
の
四

・
五
面
に
健
康

・

市
民

・
輸長
M
な
ど
の
相
談
を
ま

と
め
、
充
実
さ
せ
ま
す
。

な
お
、
十
五
日
号
に
は
継
続

し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
行
政

施
策
を
読
ん
で
考
え
て
い
た
だ

く
特
集
記
事
を
掲
載
し
て
い
き

ま
す
。パ

ワ
l
ア
ッ
プ
し
た
「
広
報

ひ
ら
つ
か
」
を
毎
月
一
日
と
十

五
日
(
四
月
十
五
日
は
新
聞
休

刊
日
の
た
め
十
六
日
)
の
朝
に

新
聞
に
折
り
込
み
ま
す
の
で
、

楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
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